
習
近
平
国
家
主
席
は

年


月
、

年
に
向
け
て
、
一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
占
め
る
非
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を

％

前
後
に
す
る
こ
と
や
、
風
力
・

太
陽
光
発
電
の
設
備
容
量
を


億
㌔
㍗
以
上
と
い
っ
た
目
標
を

公
表
。

年
度
か
ら
始
ま
っ
た

第

次
五
カ
年
計
画
で
は
、
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
で
意
欲

的
な
数
値
目
標
を
盛
り
込
ん

だ
。具

体
的
に
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
原
単

位
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を


年
比

・
５
％
減
、
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
�
）
排
出
量
を
同


％
減
と
設
定
。
さ
ら
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
に
占
め
る
非
化
石

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を

％
前

後
に
高
め
る
こ
と
も
記
載
し

た
。５

カ
年
計
画
は
、
社
会
経
済

に
関
連
す
る
全
体
ス
キ
ー
ム

で
、

次
計
画
は
全
国
人
民
代

表
大
会
で

年
３
月
に
採
択
さ

れ
た
。
今
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
で
は
電
力
や
再
生
可
能
エ
ネ

な
ど
、
分
野
別
の
計
画
が

年

度
後
半
以
降
に
示
さ
れ
る
と
み

ら
れ
る
。

経
済
産
業
省
・
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
に
当
た
る
国
家
能
源
局

は
３
月
末
の
会
見
で
、

年
の

全
発
電
設
備
容
量
に
占
め
る
再

生
可
能
エ
ネ
の
割
合
を
５
割
超

に
す
る
目
標
を
発
表
。
再
生
可

能
エ
ネ
発
電
量
の
増
加
分
は
、

電
力
需
要
増
加
分
の
３
分
の
２

に
相
当
す
る
。
大
量
導
入
に
向

け
、
揚
水
発
電
や
ピ
ー
ク
対
応

の
ガ
ス
火
力
の
建
設
、
大
型
蓄

電
池
の
開
発
、
系
統
整
備
な
ど

を
進
め
て
い
く
方
針
を
示
し

た
。海

外
電
力
調
査
会
の
顧
立
強

研
究
員
は
、
中
国
が
再
生
可
能

エ
ネ
に
力
を
入
れ
る
目
的
に
つ

い
て
「
大
前
提
と
し
て
環
境
対

策
が
あ
る
が
、
自
国
の
利
益
拡

大
を
図
る
狙
い
も
あ
る
」
と
指

摘
。
太
陽
光
や
風
力
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
で
は
、
世
界
的
に

大
き
な
シ
ェ
ア
を
握
っ
て
お
り

「
（
関
連
技
術
や
設
備
が
強
化

さ
れ
る
）経
済
効
果
は
大
き
い
」

と
説
明
す
る
。

同
調
査
会
の
渡
里
直
広
上
席

研
究
員
は
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
の
強
化
や
、
欧
州
な
ど

の
国
境
炭
素
税
と
い
っ
た
海
外

市
場
へ
の
対
応
」
を
、
中
国
が

再
生
可
能
エ
ネ
を
積
極
的
に
進

め
る
理
由
に
挙
げ
る
。

中
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
量
が
拡
大
を
続
け
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
発
電
設
備
容
量
は
２
０
２
０
年
末
時
点
で
９
億
３
千

万
㌔
㍗
と
な
り
、
発
電
設
備
全
体
に
占
め
る
割
合
は

年
末
比

・

６
㌽
増
の

・
４
％
に
達
し
た
。

年
の
再
生
可
能
エ
ネ
発
電
電
力

量
は
２
兆
２
千
㌔
㍗
時
で
、
総
消
費
電
力
量
の
約
３
割
を
占
め
た
。


年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
強
化
、
経
済
活
性
化
な
ど
の
観
点
か
ら
、
政
府
は
導
入
拡
大
を
強

力
に
進
め
て
い
る
。

原
子
力
規
制
委
員
会
は

１
日
に
開
い
た
臨
時
会
議

で
、
四
国
電
力
の
長
井
啓

介
社
長
ら
と
意
見
交
換
し

た
。
伊
方
発
電
所
の
元
社

員
が
宿
直
勤
務
中
に
無
断

外
出
し
て
い
た
過
去
の
保

安
規
定
不
適
合
事
案
に
つ

い
て
、
規
制
委
は
「
安
全

文
化
の
劣
化
の
兆
候
」
と

指
摘
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
持
っ
て
対
処
す
る
よ

う
求
め
た
。
長
井
社
長
は

現
場
と
双
方
向
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て

リ
ス
ク
対
応
の
意
識
付
け

を
徹
底
す
る
と
し
、
そ
れ

が
「
私
自
身
の
責
任
」
と

強
調
し
た
。

こ
の
日
、
長
井
社
長
は

原
子
力
の
安
全
性
向
上
に

向
け
た
最
近
の
取
り
組
み

を
紹
介
。
自
然
現
象
を
含

む
外
部
事
象
に
対
す
る
新

知
見
の
収
集
・
分
析
・
評

価
な
ど
の
取
り
組
み
を
説

明
し
た
。
伊
方
発
電
所
員

の
安
全
意
識
や
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
の

た
め
、
膝
詰
め
の
意
見
交

換
も
定
期
的
に
実
施
し
て

い
る
と
し
た
。

伊
方
発
電
所
の
元
社
員

が
宿
直
勤
務
中
に
無
断
で

外
出
し
た
の
に
伴
い
、
保

安
規
定
で
定
め
る
必
要
な

要
員
数
を
満
た
し
て
い
な

い
時
間
帯
が
あ
っ
た
問
題

へ
の
対
応
で
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

（
衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ

ム
）
に
よ
る
現
在
位
置
確

認
や
宿
直
時
の
不
定
期
点

呼
な
ど
の
再
発
防
止
策
を

講
じ
て
い
る
と
し
た
。
意

見
交
換
で
は
こ
の
問
題
に

つ
い
て
委
員
の
厳
し
い
声

も
飛
ん
だ
が
、
長
井
社
長

は
自
ら
現
場
に
出
向
い
て

リ
ス
ク
意
識
徹
底
の
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
考
え
を
示
し
た
。

更
田
豊
志
委
員
長
が
、

伊
方
発
電
所
の
特
定
重
大

事
故
等
対
処
施
設
（
特
重

施
設
）
完
成
後
に
必
要
と

な
る
重
大
事
故
事
故
等
対

処
設
備
（
Ｓ
Ａ
設
備
）
や

要
員
の
規
模
に
つ
い
て
見

解
を
尋
ね
る
場
面
も
あ
っ

た
。
四
国
電
力
の
黒
川
肇

一
常
務
執
行
役
員
・
原
子

力
本
部
副
本
部
長
・
原
子

力
部
長
は
、
特
重
施
設
が

Ｓ
Ａ
設
備
を
直
接
代
替
で

き
る
も
の
で
は
な
い
と
し

つ
つ
も
「
ト
ー
タ
ル
で
ど

う
あ
る
べ
き
か
は
、
議
論

さ
せ
て
頂
く
場
が
い
ず
れ

あ
る
と
思
う
」
と
し
た
。

国
内
原
子
力
発
電
所
の

耐
震
設
計
は
、
過
去
に
経

験
し
た
地
震
に
基
づ
き
改

定
が
行
わ
れ
、
十
分
な
安

全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る

が
、
東
日
本
大
震
災
後
の

基
準
地
震
動
の
増
加
に
よ

り
原
子
力
発
電
所
の
機
器

配
管
の
耐
震
余
裕
は
低
下

し
て
い
る
。
原
子
力
発
電

所
建
屋
内
の
配
管
に
設
置

さ
れ
た
弁
に
つ
い
て
は
、

新
し
い
基
準
地
震
動
に
よ

り
耐
震
評
価
し
た
結
果
の

応
答
加
速
度
が

Ｇ
（
Ｇ

�
重
力
加
速
度
。
１
Ｇ
は

９
８
０
减
）
程
度
ま
で
生

じ
る
こ
と
が
あ
り
、
振
動

実
験
に
よ
る
安
全
性
の
確

認
が
急
務
で
あ
っ
た
。
国

内
で
利
用
可
能
な
振
動
台

の
最
大
加
速
度
は
３
Ｇ
程

度
が
限
界
で
あ
り
、
ば
ね

を
利
用
し
た
振
動
増
幅
装

置
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り


Ｇ
ま
で
の
機
器
配
管
の

加
振
試
験
が
行
わ
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
既
往
試
験

で
は
、
機
器
の
限
界
の
加

速
度
ま
で
試
験
は
行
わ
れ

ず
に
、
振
動
実
験
装
置
の

限
界
ま
で
の
試
験
結
果
に

よ
り
各
機
器
の
加
速
度
の

限
界
が
規
定
さ
れ
て
い

た
。原

子
力
リ
ス
ク
研
究
セ

ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
）
で

は
、
新
し
い
振
動
機
構
に

よ
る
増
幅
装
置
の
開
発
を

行
い
、
最
大
加
速
度

Ｇ

ま
で
加
振
試
験
可
能
な

「
共
振
振
動
台
」
を
導
入

し
た
。
こ
の
共
振
振
動
台

は
、

㌧
ま
で
積
載
可
能

で
あ
り
、

Ｇ
の
加
振
能

力
は
世
界
最
高
性
能
を
誇

る
油
圧
式
振
動
実
験
装
置

で
あ
る
。

こ
の
共
振
振
動
台
を
利

用
し
て
、
原
子
力
機
器
の

安
全
性
確
認
試
験
を
行
っ

て
い
る
。
機
器
の
振
動
実

験
で
は
、
電
動
弁
・
空
気

作
動
弁
・
主
蒸
気
逃
が
し

安
全
弁
・
主
蒸
気
隔
離
弁

の
実
物
の
試
験
体
を
用
い

て

Ｇ
で
の
加
振
試
験
を

行
い
、
加
振
中
に
弁
の
開

閉
操
作
に
よ
り
動
作
機
能

を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の

試
験
結
果
は
、
原
子
力
発

電
所
の
耐
震
規
程
Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｃ
４
６
０
１
に
反
映
さ

れ
、
耐
震
設
計
法
を
改
定

し
安
全
性
向
上
に
活
用
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
地
震

Ｐ
Ｒ
Ａ
に
お
け
る
機
器
フ

ラ
ジ
リ
テ
ィ
ー
評
価
も
高

度
化
さ
れ
た
。

一
例
と
し
て
、
主
蒸
気

逃
が
し
安
全
弁
の
フ
ラ
ジ

リ
テ
ィ
ー
評
価
に
つ
い
て

は
、
国
内
の
原
子
力
発
電

所
に
お
け
る
地
震
Ｐ
Ｒ
Ａ

評
価
の
重
要
度
分
析
で
最

上
位
の
機
器
に
ラ
ン
ク
さ

れ
て
い
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ

た
。
耐
震
規
程
改
定
前
は

９
・
６
Ｇ
の
限
界
加
速
度

で
評
価
し
て
い
た
も
の

の
、

Ｇ
加
振
試
験
結
果

に
お
い
て
、
機
器
の
機
能

維
持
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
約
２
倍
の
加
速
度

ま
で
耐
力
が
向
上
し
た
。

こ
の
結
果
、
主
蒸
気
逃
が

し
安
全
弁
の

フ
ラ
ジ
リ
テ

ィ
ー
の
実
力

を
よ
り
適
切

に
評
価
す
る

こ
と
が
で
き

て
、
炉
心
損

傷
頻
度
（
Ｃ

Ｄ
Ｆ
）
へ
の

寄
与
を
低
下

さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。

他
の
電
動
弁

な
ど
に
つ
い

て
も
同
様
に

フ
ラ
ジ
リ
テ

ィ
ー
評
価
を

高
度
化
す
る

こ
と
が
で
き

て
い
る
。

Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ

は
、
機
器
配
管
の
加
振
試

験
を
今
後
も
行
い
、
地
震

Ｐ
Ｒ
Ａ
の
高
度
化
研
究
を

続
け
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

（
お
わ
り
）

長井社長らとリモートで意見交換する

規制委員

政
府
は
２
０
３
０
年
度

ま
で
に
、
各
府
省
庁
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
を

年

度
比
半
減
を
目
指
す
。
実

現
に
向
け
て
秋
に
実
行
計

画
を
改
定
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
達
目
標

６
割
以
上
と
い
う
新
た
な

項
目
を
設
定
す
る
。
公
用

車
は

年
度
か
ら
新
規
導

入
・
更
新
分
を
全
て
電
動

車
と
し
、

年
度
ま
で
に

切
り
替
え
を
完
了
さ
せ

る
。
国
全
体
で
野
心
的
な


年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
目
標
を
掲
げ
る
中
、

国
が
率
先
し
て
積
極
的
な

施
策
を
展
開
す
る
。

政
府
は
地
球
温
暖
化

対
策
推
進
法
に
基
づ
き
、

各
府
省
庁
の
施
設
か
ら
排

出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
目
標
と
対
策
を
盛

り
込
ん
だ
実
行
計
画
を
策

定
し
て
い
る
。
現
在
の
計

画
は

年
に
策
定
さ
れ
て

お
り
、改
定
は
５
年
ぶ
り
。

地
球
温
暖
化
対
策
計
画
や

長
期
戦
略
と
と
も
に
、
秋

の
閣
議
決
定
を
目
指
す
。

現
行
計
画
は

年
度
に


年
度
比

％
減
と
し
て

い
る
が
、
国
全
体
で

％

削
減
を
目
指
す
こ
と
が
決

ま
っ
た
た
め
、
政
府
自
身

の
目
標
は

％
削
減
に
引

き
上
げ
る
。
実
現
に
向
け

て
、
新
た
に
調
達
電
力
に

お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
の

割
合
を
６
割
以
上
に
す
る

目
標
を
定
め
る
。
政
府
が

保
有
す
る
建
築
物
と
敷
地

で
、
設
置
可
能
な
場
所
の


％
以
上
に
太
陽
光
発
電

を
設
置
し
、
自
家
消
費
を

推
進
す
る
。

公
用
車
は
全
て

年
度

ま
で
に
電
動
車
に
す
る
。

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
や

燃
料
電
池
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）

の
ほ
か
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
も
含
む
。
寒
冷
地
な
ど

の
特
殊
車
両
は
除
く
。

新
築
建
築
物
は
原
則
、

３
〜
４
割
の
省
エ
ネ
を
図

る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ゼ
ロ
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
ビ
ル
）
オ
リ
エ

ン
テ
ッ
ド
と
し
て
、

年

度
ま
で
に
平
均
で
省
エ
ネ


％
以
上
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
レ
デ

ィ
ー
相
当
を
目
指
す
。
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
は

年
度
ま
で

に
全
て
切
り
替
え
る
。

野
心
的
な
目
標
と
施
策

を
並
べ
る
一
方
で
、
政
府

の
温
室
ガ
ス
削
減
量
は


年
度
で
、

年
度
比

・

７
％
減
と
進
捗
率
が
低

い
。
政
府
の
年
間
排
出
量

自
体
は
約
２
１
１
万
㌧

（

年
度
）
と
国
全
体
の

０
・
１
％
程
度
だ
が
、


年
度

％
削
減
目
標
に
向

け
て
率
先
す
る
姿
勢
を
企

業
や
国
民
に
示
す
必
要
に

迫
ら
れ
て
い
る
。
政
府
の

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
関

す
る
実
行
計
画
は
、
環
境

省
を
中
心
に
政
府
内
部
で

改
定
作
業
を
進
め
て
い

る
。

共振振動台全景 主蒸気
逃がし安全弁試験状況

脱
炭
素
の
機
運
が
高
ま
る
中
、
東
京

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し

た
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
脚
光
を

浴
び
た
。大
会
車
両
に
燃
料
電
池
車（
Ｆ

Ｃ
Ｖ
）
、
燃
料
電
池
バ
ス
（
Ｆ
Ｃ
バ
ス
）

を
採
用
し
、
ト
ヨ
タ
の
Ｆ
Ｃ
Ｖ
「
ミ
ラ

イ
」は
移
動
用
に
５
０
０
台
導
入
し
た
。

水
素
供
給
拠
点
の
中
心
を
担
う
の
は
選

手
村（
東
京
・
晴
海
）ゲ
ー
ト
に
隣
接
す

る
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
の
「
東
京
晴
海
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」。大
会
終
了
後
は
選
手
村

跡
地
の
再
開
発
地
区
付
近
に
移
転
し
、

２
０
２
２
年
度
以
降
に
水
素
供
給
事
業

を
開
始
す
る
。
同
地
区
で
は
純
水
素
型

燃
料
電
池
を
置
き
、
水
素
由
来
の
電
気

や
熱
を
住
宅
、商
業
施
設
に
供
給
す
る
。

お
台
場
と
有
明
に
架
か
る
夢
の
大
橋

（
東
京
都
江
東
区
）
で
は
、
国
立
競
技

場
か
ら
移
さ
れ
た
聖
火
の
燃
料
と
し

て
、
長
時
間
燃
焼
に
適
し
た
液
体
水
素

を
使
用
。５
日
の
閉
幕
ま
で
灯
さ
れ
る
。

★パワハラと捉えるかは

受け手次第の面もあるが

…。とはいえ権限外から

の圧は本質をゆがめる。

★数日前から首と肩が痛

む。ちょうどＳＮＳで心

霊の投稿を読み始めたこ

ろ。もしや何かついた？

★まずはキンドルアンリ

ミテッド、図書館の予約

検索を使うが、結局購入

した方が良書に会える。

選
手
村
の
す
ぐ
そ
ば
に

あ
る
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン

■
浜
岡
の
検
査
装
置
発

火
で
対
策
公
表

中
部
電
力
は
２
日
、
浜

岡
原
子
力
発
電
所
３
号
機

サ
ー
ビ
ス
建
屋
入
り
口
付

近
で
今
年
４
月
に
可
搬
型

検
査
装
置
が
発
火
し
た
事

象
に
つ
い
て
、
消
防
に
よ

る
調
査
結
果
と
今
後
の
対

応
を
公
表
し
た
。
消
防
の

調
査
で
は
出
火
原
因
に
至

る
物
証
は
な
い
と
さ
れ
た

が
、
同
社
は
火
災
の
発
生

や
拡
大
リ
ス
ク
の
低
減
に

努
め
る
方
針
を
示
し
た
。

■
転
落
災
害
で
北
陸
電

に
是
正
勧
告

北
陸
電
力
は
２
日
、
５

月
に
発
生
し
た
水
力
発
電

所
の
死
亡
災
害
に
つ
い

て
、
富
山
労
働
基
準
監
督

署
か
ら
労
働
安
全
衛
生
法

に
基
づ
く
是
正
勧
告
を
１

日
に
受
け
た
と
発
表
し

た
。
災
害
は
５
月

日
に

発
生
。中
地
山
発
電
所（
富

山
市
）
の
取
水
口
で
流
木

な
ど
の
除
去
作
業
を
し
て

い
た
同
社
社
員
が
河
川
に

転
落
し
死
亡
し
た
。
富
山

労
基
署
は
、
高
さ
１
・
５

㍍
を
超
え
る
場
所
の
作
業

で
安
全
に
昇
降
で
き
る
設

備
を
設
け
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
是
正
し
た
上
で
報

告
す
る
よ
う
求
め
た
。

■
福
井
の
原
子
力
訓

練
、
来
月
末
に
美
浜
で

福
井
県
の
杉
本
達
治
知

事
は
２
日
の
定
例
会
見

で
、

月

〜

日
に
県

の
原
子
力
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
す
る
と
発
表
し

た
。
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
観
点

か
ら
日
程
を
１
日
間
に
絞

っ
た
が
、
今
年
度
は
２
日

間
に
戻
す
。
対
象
は
関
西

電
力
美
浜
発
電
所
。
１
日

目
は
災
害
対
策
本
部
の
運

営
訓
練
、
２
日
目
は
住
民

避
難
訓
練
と
大
枠
を
決
め

て
い
る
が
、
規
模
や
詳
細

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
動
向
を

踏
ま
え
関
係
機
関
と
調
整

し
、
検
討
す
る
。
昨
年
度

に
続
き
感
染
症
対
策
下
を

想
定
す
る
ほ
か
、
外
国
人

の
避
難
誘
導
を
組
み
込
む

予
定
。

（２）

中
国

膨
張
す
る
再
エ
ネ

環境配慮 安全保障 経済効果

強力推進原動力に強力推進原動力に

[月ぎめ4860円(本体価格4500円＋消費税360円)､1部税込み275 円]

総
発
電
容
量
の
４
割
到
達

規制委

四
国
電
・
長
井
社
長
ら
と
議
論

「
リ
ス
ク
意
識
付
け
徹
底
」

省
庁
の
排
出

年
度
半
減

再
エ
ネ
６
割
、全
て
電
動
車
に

水素活用未来示す水素活用未来示す

（第三種郵便物認可）

機器配管フラジリティー評価

激
し
い
揺
れ
実
験
可
能
に

移動手段移動手段

聖火燃料聖火燃料

酒井 理哉氏

耐
震
余
裕
は
低
下

２０２１年（令和３年）９月３日（金曜日）

供給施設レガシーに

上席研究員

耐
力
の
向
上
確
認

ＮＲＲＣ
自然外部事象
研究チーム

⑥


